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日本日本日本日本・・・・ポーランドポーランドポーランドポーランド関係話題集関係話題集関係話題集関係話題集    

平成２３年１０月 

在ポーランド日本国大使館   

 

  両国の国交樹立は１９１９年に遡り、２００９年は国交樹立９０周年に当たる。両国

国民の交流の歴史は今から約１００年以上前に遡り、様々な友好・親善のエピソードに彩

られている。以下はその一部である。 

 

１．交流の始まりから第二次世界大戦まで 

ポーランドポーランドポーランドポーランドのののの地地地地をををを踏踏踏踏んだんだんだんだ最初最初最初最初のののの日本人日本人日本人日本人    

（１）ポーランドを始めて訪れた日本人は福島安正（１８５２年～１９１９年）少佐である。同少

佐は、ベルリンからウラジオストックまでユーラシア大陸を４８８日間かけて単騎横断する

途中の１８９２年２月、ポーランドを通過。記録によれば、福島少佐はポーランドにてロシア

情報の収集を試みた。 

（２）その際、福島少佐はポーランドに関し、以下の歌を詠んでいる。 

「淋しき里にいでたれば ここはいずこと尋ねしに 聞くも哀れやその昔 亡ぼされたるポ

ーランド」 

 

「「「「君君君君がががが代代代代」」」」をををを通通通通じたじたじたじた交流交流交流交流    

（１）フランツ・エッケルト（Franz Eckert：１８５２年４月５日～１９１６年８月６日）は、明治時代

の日本で活躍した作曲家であり、プロイセン王国（現ポーランド領）シロンスク地方のノイロ

ーデ（現在のノヴァルダ）に生まれ、ブレスラウ（現ヴロツワフ）とドレスデンの音楽学校に

学んだ。 

（２）１８７９年に来日し、１８８０年、奥好義・林広季作曲、林広守撰定の『君が代』を編曲。

以後、日本を離れるまで、海軍軍楽隊、音楽取調掛、宮内省式部職、陸軍戸山学校その

他、洋楽教育機関の多くにかかわった。また、１８９７年には、英照皇太后の大喪の礼のた

めに『哀の極』を作曲した。 

（３）エッケルトと日本との関係が緊密だったことから、生地ノヴァルダでは、２００６年から「

日本文化の日」が毎年開催されるようになり、エッケルトの銅像が建立されている。  

 

外交関係樹立前後外交関係樹立前後外交関係樹立前後外交関係樹立前後のののの交流交流交流交流    

（１）１９１９年３月２２日、日本政府は、１２３年に亘る三国分割後に独立したポーランド国

家及びイグナツィ・パデレフスキ政府を承認した。 

（２）他方、両国間の交流は、１９１９年の国家承認以前より、主に軍事協力の分野で活発

化していた。１９０４年３月には、日本軍諜報部将校明石元二郎がクラクフでロマン・ドモフ

スキ国民連盟代表と接触。また、ポーランド社会党も同時期に在ロンドン日本大使館と接

触を開始する。同年５月にドモフスキ、７月にはユゼフ・ピウスツキといった当時のポーラン

ド指導者が相次ぎ訪日した。（下記『日露戦争とユゼフ・ピウスツキ』項参照）。 

（３）１９１９年６月、後の陸軍大将・山脇正隆（１８８６年～１９７４年）が日本参謀本部非公

式代表としてワルシャワに駐在開始、１９２１年には初代公式武官に就任した。 

  

日露戦争日露戦争日露戦争日露戦争ととととユゼフユゼフユゼフユゼフ・・・・ピウスツキピウスツキピウスツキピウスツキ    

（１）日露戦争勃発後の１９０４年７月、ユゼフ・ピウスツキ将軍（当時ポーランド社会党の指

導者。第一次大戦後独立ポーランドの初代国家元首。１８６７年～１９３６年）は、シベリア
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鉄道破壊など帝政ロシア軍に対する様々な工作をする代わりとして、日本政府からポーラ

ンド革命運動への援助を求めるべく来日した。また、当時ロシアの支配下にあり帝政ロシ

ア軍の一部として戦場で戦い捕虜（約４６００人）となったポーランド人軍人への待遇改善を

求めた。 

（２）他方、右派の指導者ロマン・ドモフスキ（１８６４年～１９３９年）は、ピウスツキの武力に

よる対ロシア蜂起の動きがポーランドにとって不利益になると考え、訪日時にロシアの革

命家や少数民族に対する資金や武器弾薬の供給といった援助をやめるよう日本政府に求

めた。結局、２つの異なる意見のため、明治政府は、ピウスツキの提案のうち、対ロシア軍

工作、ポーランド革命運動への援助には応じなかったが、日露戦争で捕虜となったポーラ

ンド人軍人に対する特別待遇の要請（注：ドモフスキも同様に要請）には快く応じ、松山市

内の１５か所に設置（１９０４年３月）された収容施設において、１９０６年２月の閉所までポ

ーランド人捕虜を手厚く待遇した。 

（３）１９２８年３月、ピウスツキ元帥の提案により、在日ポーランド共和国武官であるヴァツ

ワフ・イェンジェイェヴィッチが、日露戦争で功績を残した日本軍将校へ勲章を叙勲。帝政

ロシアを破った日本人に対するポーランド人の好感情は今日まで続いている。 

 

ブブブブロニスワフロニスワフロニスワフロニスワフ・・・・ピウスツキピウスツキピウスツキピウスツキ（（（（１８６６１８６６１８６６１８６６年年年年～～～～１９１８１９１８１９１８１９１８年年年年））））とととと二葉亭四迷二葉亭四迷二葉亭四迷二葉亭四迷    

（１）ユゼフ・ピウスツキ将軍の兄ブロニスワフは、１８８７年２０歳のとき、ロシア皇帝アレク

サンドル三世暗殺未遂事件に関与したとして樺太流刑に処された。刑期終了後の１８９６

年、南樺太コルサコフ（大泊）の測候所に勤務したブロニスワフは、樺太アイヌ民族に接し

、本格的にアイヌ研究を始めた。その後アイヌ部族の酋長の娘と結婚、二児をもうけた。ブ

ロニスワフは樺太アイヌの伝承の語りを蝋管に録音していたが、１９８０年にポーランドで

発見されたこの蝋管は北海道大学で再生に成功し、アイヌ民族の言語・習俗の研究の進

展に大きく貢献した。 

（２）日露戦争勃発後、ブロニスワフは樺太経由で１９０６年日本を訪問し、当時ロシア革命

派に関心を寄せていた二葉亭四迷のもとを訪れた。８カ月の日本滞在中、ブロニスワフと

二葉亭四迷は親密な間柄となり、二葉亭四迷は彼に物心両面で援助を与え、大隈重信、

板垣退助をはじめ多くの著名人に引き合わせた。また、ブロニスワフは日本文学にも大き

な関心を示し、二葉亭四迷とともに日本・ポーランド協会を設立、両国文学の翻訳、紹介活

動を積極的に行った。 

  

ポーランドポーランドポーランドポーランド人人人人シベリシベリシベリシベリアアアア孤児孤児孤児孤児（（（（後述後述後述後述「「「「阪神阪神阪神阪神・・・・淡路大震災児童淡路大震災児童淡路大震災児童淡路大震災児童ののののポーランドポーランドポーランドポーランドへのへのへのへの招待招待招待招待」」」」参照参照参照参照））））    

（１）１９２０年代初頭、ロシア革命直後の混乱の中で親を失ったシベリアのポーランド人孤

児達（政治犯等で流刑となっていたポーランド人の子弟）は、飢餓と疫病の中で悲惨な状

態にあった。これら７６５名のシベリア孤児（１～１６歳）を１９２０年と１９２２年の２度にわた

り日本政府・日本赤十字が受け入れ、その後祖国ポーランドに移送した。この支援の動き

は、日本赤十字の外国に対する最初の活動。 

（２）２００２年の天皇皇后両陛下のポーランドご訪問時に、天皇皇后両陛下は存命するシ

ベリア孤児と会見された。 

（３）ワルシャワには現在、シベリア残留孤児としてマリア・オルスウェイン氏（９４歳）が存 

命である。（注：シベリアで両親と離れ、一人収容され、ポーランドに移送された後にワル 

シャワで両親と再会。田邊大使が往訪して懇談した際、日本の人々に優しく面倒を見ても

らったこと、そのおかげで人生をこのように生きることができ、日本に大変感謝していると

述べ、日本滞在中に覚えた「もしもしかめよ」の歌の冒頭部分を歌って聞かせてくれた。） 
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喜波貞子喜波貞子喜波貞子喜波貞子（（（（きわていこきわていこきわていこきわていこ））））とととと日本人形日本人形日本人形日本人形    

（１）１９２５年、日本人の血を４分の１ひくオランダ国籍のオペラ歌手、喜波貞子がワルシャ

ワの国立劇場で「蝶々夫人」の主役を演じた。貞子演ずる「蝶々夫人」はポーランド人観客

に大好評で、それから毎年のようにワルシャワで公演が行われた。 

（２）彼女の熱烈なファンであった若い美容師カミラ・ジュコフスカは、貞子がワルシャワで

「蝶々夫人」を上演する度に劇場に通いつめた。カミラは日本文化に大変興味を持ち、着物

や扇子その他の小物を集め、自分の髪が日本人のように黒かったことを誇りに思っていた。

後にナチス・ ドイツの占領時代、カミラは反独レジスタンス組織に所属していたことが発覚

し、ワルシャワ市内のパヴィアク監獄に収容された。死が近い事を悟ったカミラは、生きた

証として、そして死の恐怖を紛らわせるために大好きな喜波貞子をモデルに日本人形を制

作することを決意した。材料は，身分を偽り看守を務めているレジスタンス活動家が服の襟

に縫い付けて何とか運び入れた。人形が完成すると、カミラは家族宛の手紙で「テイコ・キ

ワ」と名づけるように依頼した。１９４２年５月２２日、カミラはワルシャワ郊外の森に連行さ

れ射殺された。カミラの姪である人形の持ち主は、音の響きをポーランド女性風にするため

「テイコ」から「タイカ」に変え、大切に自宅に保管していたが，１９７６年に博物館となってい

たパヴィアク刑務所に人形を提供し、同場所で展示されるようになった。 

 

航空交流航空交流航空交流航空交流    

１９２６年９月５日にポーランドより初めての飛行機が日本に到着した。操縦士はボレス

ワフ・オルリンスキ、機関士はレオナルド・クビァクであった。８月２７日にワルシャワを出発

し、モスクワ、オムスク、ハルビン等を経由して所沢に到着した。日本到着後は市民より大

歓迎を受け、ラジオのインタビューを受けるなど大きく注目された。これを記念して勲章が

授与された。９月１２日には所沢を出発し、途中飛行機が故障するなどトラブルに見舞わ

れたが、９月２６日無事ワルシャワへ帰還した。 

 

コルベコルベコルベコルベ神父神父神父神父ととととゼノゼノゼノゼノ修道士修道士修道士修道士    

（１）１９３１年から１９３５年まで長崎で伝道活動を行ったマクシミリアン・コルベ神父（１８９４

年～１９４１年）は、ポーランドに帰国後、第二次大戦中にオシフィエンチム（アウシュヴィッ

ツ）の強制収容所に収容された。１９４１年、突然死刑を命じられ、妻と子供に会いたいと嘆

き悲しむ同房の処刑予定者の身代わりを申し出て処刑された。 

（２）コルベ神父と共に１９３０年に渡日したゼノン・ジェブロフスキ（ゼノ修道士、１８９１年～

１９８２年）は、宣教活動や奉仕活動を行った。１９４５年８月に長崎に原爆が投下され、本

人も被爆したにもかかわらず、被爆者や戦争で全てを失った人々のために、慈善活動を続

けた。１９５０年頃からは戦争で被害を受けた人々などが住む集落「アリの街」に赴き、集

めた寄付や救援物資を分け与えるなどした。また１９６２年には広島市福山市沼隈町に知

的障害者のための施設も建設した。このような活動を評価し、日本政府は勲四等瑞宝賞

の叙勲を行った。ゼノ修道士は１９８２年に亡くなるまでの約５０年間日本での慈善活動を

続けた。 

（３）なお、ゼノ修道士生誕地チャルニア村では、２００６年１０月には小学校、２００８年４月

には特別養護学校にゼノ修道士の名前が冠された。 

 

戦間期戦間期戦間期戦間期からからからから戦時中戦時中戦時中戦時中にににに亘亘亘亘るるるる軍事協力軍事協力軍事協力軍事協力            

（１）日本陸軍当局は、戦間期にてソ連軍の暗号解読を主目的にした暗号術の講習をポー

ランドの専門家に依頼、軍事協力を活発化させた。１９２３年には、ポーランド参謀本部暗
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号解読学専門家のヤン・コヴァレフスキ少佐が、東京の参謀本部にて３か月に亘る講習を

実施。 

（２）第二次世界大戦中、国交断絶にも拘わらず両国間の情報協力は継続（在カウナス日

本領事館の杉原領事代理の活動及び在スウェーデン日本大使館付武官小野寺信大佐と

ポーランド参謀本部第二部将校ミハウ・リビコフスキ少佐との協力）。 

杉原千畝領事代理杉原千畝領事代理杉原千畝領事代理杉原千畝領事代理によるによるによるによる「「「「命命命命ののののビザビザビザビザ」」」」発給発給発給発給                

（１）第２次世界大戦中の１９４０年、リトアニアの首都カウナス（当時）で日本領事館の領事

代理であった杉原千畝氏（１９００年～１９８６年）が、多くのユダヤ系ポーランド人等に日本

通過査証を発給。その結果、ナチスの迫害に遭った多くのユダヤ人が日本経由でアメリカ

等第三国に脱出することができた。 

（２）ポーランド政府は、杉原氏の人道的功績を称え、１９９６年に「功労勲章勲爵士十字章

」を授与した。また２００７年には、カチンスキ大統領は、第二次世界大戦時のナチス占領

下のポーランドにて勇敢にユダヤ人を救ったポーランド人及び外国人計５３名に叙勲を授

与。その際、杉原氏に１９９６年の勲章より上位の「ポーランド再生勲章勲爵士星付十字章

」を授与した。 

 

２．第二次世界大戦から今日に至るまで 

戦後戦後戦後戦後のののの外交関係回復外交関係回復外交関係回復外交関係回復    

１９４１年１０月４日に日本政府が在ポーランド大使館の閉鎖を発表し、同年１２月１１日

にポーランドが日本に宣戦布告して以降断絶された外交関係は、１９５７年２月８日、日本

はポーランドと「国交回復に関する協定」（同年５月発効）をもって回復した。 

 

連帯運動連帯運動連帯運動連帯運動とととと日本日本日本日本    

１９８０年以降のポーランドにおける労組「連帯」の一連の活動は有名な話であるが、「連

帯」は様々なレベルで日本との関わりを持っていた。１９８０年８月労働者と政府の間で政

労合意書が署名されると、同年９月日本の労働団体の一つである同盟の田中良一書記長

がワルシャワを訪問した。また１１月には総評の富塚三夫事務局長が専門家とともにポー

ランドを訪問し、８０年のストライキ時に「ポーランドを第二の日本に」との発言を行ったワレ

サ氏（後に大統領に就任。１９８３年のノーベル平和賞受賞者）を始めとする連帯の関係者

と会合を持った。富塚事務局長は「連帯」との緊密な関係を希望し、同時に様々な支援を

行う準備があることを表明した。翌年１９８１年春、ワレサ氏をはじめとする「連帯」の代表

団は日本を訪問し、日本の労働団体、 衆参両院議員、文化人、メディアとの会合を持っ

た。 

 

ヴロツワフヴロツワフヴロツワフヴロツワフのののの日本庭園日本庭園日本庭園日本庭園    

（１）ポーランド南西部ヴロツワフ市内のシチトニツキ公園の一角に、日本庭園がある。１９

１３年、当時ドイツ領だったヴロツワフで、ナポレオン戦勝１００周年記念として万国博が開

催され、その一環として催された庭園芸術展のため、ホッフベルグ伯爵が日本人庭師アラ

イ・マンキチ氏と共にこの日本庭園を造成したという記録が残っている。シチトニツキ公園

の庭師たちは数少ない古ぼけた日本庭園の写真を頼りに何とか庭園を手入れしていた。 

（２）ヴロツワフ市の要請により１９９５年にＪＩＣＡ短期専門家派遣スキームで派遣された「

造園設計」専門家は、庭園の修復は可能であるという調査結果を出した。他方、民間レベ

ルでも、同市からの要請に応え、愛知県造園協会関係者らが日本庭園修復に協力し、１９

９７年にこの修復事業が完了、「白紅園」として開園した。政府レベルでは、１９９５年から９
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９年の間に計７名の専門家が派遣され、民間レベルでも１５名が日本庭園の修復に協力し

た。完成直後の洪水で庭園の一部が流されたが、再度日本の協力により修復され、現在

では市民の憩いの場となっている。 

 

 

ポーランドポーランドポーランドポーランドのののの日本研究日本研究日本研究日本研究・・・・日本語教育日本語教育日本語教育日本語教育         

（１）ポーランドでは１９世紀末から２０世紀初頭にかけて、西欧経由で紹介された日本文化

が文学界や美術界において流行し、日露戦争等も相まってポーランド人の日本への関心

が高まった。１９１９年にはワルシャワ大学に日本語講座が開設された。１９２６年より第二

次世界大戦前までワルシャワ大学で教鞭を取っていた梅田良忠氏は、ポーランドにおいて

、最初の日本語講師として知られている。 

（２）１９５６年、ワルシャワ大学中国学科に日本学科が併設された。１９８７年にはポズナン

のアダム・ミツキェヴィチ大学とクラクフのヤギエウォ大学に日本学科が設立された。２００

８年には新たにトルンのコペルニクス大学に日本学科が設立され、現在４つの国立大学に

日本学科が存在しているほか、私立大学でも多くの日本学科が設立され、大学での日本

語教育は高い人気を誇っている。その一例として、２００６年のワルシャワ大学日本学科の

倍率は３０．２５倍となり、これは全ての大学の学科における最高倍率だったことが挙げら

れる。 

（３）１９８９年の体制転換以降は、大学だけでなく、青年海外協力隊員の日本語教師、民

間レベルでの日本語教師派遣、日本美術技術博物館（マンガ・センター）での日本語の授

業などを通じ日本語を学習する機会が増えている。２００８年の時点において、ポーランド

では６３の日本語教育機関において、約３０００人が日本語を学習している。さらに２００９

年１月から、日本文化発信プログラムにより６名のボランティアがポーランド各地に派遣さ

れ、日本語普及等の活動が行われている。また、インターネットを通じた日本研究・日本語

学習も人気を集めており、日本に関する掲示板等が着実に増え、意見交換・教育の場を

提供している 

（４）２００４年より、日本語能力試験がワルシャワで実施されるようになり、受験者総数が２

００４年の８３名から２００８年の３４８名へと４倍以上増加していることからも日本語教育に

対する関心の高さが窺われる。 

 

日本美術日本美術日本美術日本美術・・・・技術博物館技術博物館技術博物館技術博物館（（（（マンガマンガマンガマンガ・・・・センターセンターセンターセンター））））    

（１）１９９４年１１月、ポーランドの古都クラクフ市のヴィスワ川のほとりに「日本美術・技術

センター」が誕生した。このセンター誕生のイニシアティヴをとったのは、「灰とダイヤモンド

」、「大理石の男」等の作品で知られる世界的映画監督アンジェイ・ワイダ氏。戦時中、画家

を目指していたワイダ少年はクラクフ織物会館で見た浮世絵に強い感銘を受け、熱心な日

本美術収集家であったフェリックス・ヤシェンスキ（１８６１年～１９２９年）のコレクションを展

示する美術館をつくる夢を持つことになった。  

（２）１９８７年、京都賞を受賞したワイダ監督は、賞金副賞４０００万円全額を費やして青年

時代の夢の実現に取りかかった。ワイダ監督が街中での募金活動を自ら行い、同監督の

熱意に心を打たれたポーランド及び日本両国総計１３万人以上に上る人々が美術館建設

寄付に貢献し、また日本政府及び民間企業の出資もあり（日本政府出資４１％、企業等支

援５９％、合計約５６４万ＵＳドル）、９４年の開館にこぎつけた。美術館の名称は、日本の

美術とともにその背景にある日本の技術も紹介したいとのワイダ監督の思いから、「美術・

技術」センターの名称が用いられた。なお、同美術館は、ポストモダンの代表的な建築家
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である磯崎新氏が設計している。 

（３）同博物館は、葛飾北斎の北斎漫画に因んで「ＭＡＮＧＧＨＡ」の雅号を名乗ったヤシェ

ンスキに因み「マンガ・センター」という愛称で呼ばれ、欧州有数の浮世絵コレクション（約    

４６００枚）や日本語講座、茶道教室を中心に様々な日本文化紹介活動の普及にも貢献し

ている。また、２００５年以降は、各種日系企業による先端技術展示も行われている。 ２０

０７年、日本美術・技術センターは、「日本美術・技術博物館」となった。 

 

阪神阪神阪神阪神・・・・淡路大震災被災児童淡路大震災被災児童淡路大震災被災児童淡路大震災被災児童ののののポーランドポーランドポーランドポーランドへのへのへのへの招待招待招待招待    

（１）日本とポーランドの市民交流を熱心に行ってきたフィリペック氏（１９９５年当時：在京ポ

ーランド大使館商務参事官、現在：ポーランド科学アカデミー教授）は、「日本・ポーランド

親善委員会」を立ち上げ、１９９５年７月と８月、１９９６年７月と８月に阪神・淡路大震災被

災児童（両年合わせて約５０名）をポーランドに招待した。この招待は震災で傷ついた児童

の心を癒すということが目的であり、ポーランド各地方自治体等の協力を得て地域との交

流イベント開催やホームステイの実施など友好親善活動を促進した。また１９２０年と１９２

２年の２度にわたり日本がシベリアで救出したポーランド人孤児との会合をアレンジするな

ど、日本とポーランドの市民交流に非常に積極的な役割を果たした。 

（２）２００５年８月、１０年ぶりに、成長した被災児童をフィリペック氏が招待し、「心から心へ

」というテーマで阪神大震災被災児童写真展をワルシャワで開催した。また、同時にプウォ

ツク少年少女舞踊合唱団の演奏、またポーランド人孤児の協力・出席を得て同合唱団員と

の交流が行われた。２００６年、日本政府は、同氏の日本・ポーランド学術交流の推進及び

友好親善活動を評価し、旭日中綬章の叙勲を行った。 

 

ポーランドポーランドポーランドポーランド日本情報工科大学日本情報工科大学日本情報工科大学日本情報工科大学とととと日本日本日本日本のののの支援支援支援支援    

（１）ワルシャワの中心地に大きな日本語の看板がある。この看板は、ポーランドでもトップ

クラスの情報工科大学の看板である。市場経済移行後のポーランドは、産業の生産性・効

率性の向上を目指してコンピュータ・システムの導入を積極的に進め、実践的な情報工学

分野の人材育成を行うことが急務であった。このため、１９９３年ポーランド政府は我が国

に対し、実践的コンピュータ技術教育を行う「ポーランド日本情報工科大学」の設立及び教

育プログラム開発に対する支援を要請してきた。 

 （２）これに対し我が国は、１９９４年から２０００年までの間、累計３１２万米ドルの資金協

力、国際協力機構（ＪＩＣＡ）の専門家派遣累計７５名、日本での研修員受入れ１７名、機材

供与約４１６万米ドル等の支援を行った 

（３）その後、同大学は、１９９９年から２００６年度まで第三国研修として対象国をバルカン

諸国まで拡大した「情報工学セミナー」を実施（累計１５５名受講）する等地域教育拠点とな

っている。更に我が国の支援によるＵＮＤＰとの協力の下、ウクライナのキエフ工科大及び

リヴィウ工科大に遠隔教育施設を開設。またポーランドＯＤＡ活用し同様な施設を同じくウ

クライナのオデッサ工科大学（2006 年）、国立ハリコフラジオ電子工学大学（2007 年）設立

し、ベトナムの５大学（2007 年）に対しても支援を実施するなど独自の発展を遂げている。（

４）同大学は１９９４年１０月に学生数わずか９０名で開校したが、日・ポーランド双方の協

力により急速に発展し、２００９年１月現在、学生数２，６００名を超えており、この分野での

トップクラスな大学となっている。また、近年の発展も目覚ましく、２つの分校（ビトム及びグ

ダンスク）と高校も開講された。２００７年には日本文化学部も開設され、当地における日

本語及び日本文化の普及に貢献している。 
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ポーランドポーランドポーランドポーランド日本省日本省日本省日本省エネルギーセンターエネルギーセンターエネルギーセンターエネルギーセンターとととと日本日本日本日本のののの支援支援支援支援    

（１）２００１年、ポーランド政府は日本政府に対し、産業界のエネルギー効率の向上を図る

ために、省エネ分野で最も優れた経験を有する日本の協力を要請した。この要請に応えて

、国際協力機構（ＪＩＣＡ）が中心となり、２００４年７月、ポーランド日本省エネルギーセンタ

ー・プロジェクトが開始され、２００８年６月までの間に、長期専門家４名、短期専門家１９名

を派遣し、ポーランド側カウンターパート１０名を我が国に受け入れた。 

（２）また、ワルシャワ工科大学内に設置された同センターに、日本政府は総額１億円相当

の訓練機材を供与した。同センターは、欧州で唯一、省エネルギーに関するトレーニング

ユニットを有し、実践的な研修ができる施設であり、ポーランド国内に止まらず、ウズベキ

スタン、ウクライナ、ロシアからの参加者を含む６１８名以上が同センターの研修やセミナ

ーに参加した。２００８年６月には我が国の技術協力は終了したが、省エネの重要性が高

まる中、今後の同センターの活動の更なる発展が期待される。 

 

天皇皇后両陛下天皇皇后両陛下天皇皇后両陛下天皇皇后両陛下ポーランドポーランドポーランドポーランドごごごご訪問訪問訪問訪問    

（１）天皇皇后両陛下は、２００２年７月９日から１３日まで、両国の友好親善を深めるため

にポーランドをご訪問された。 

（２）天皇皇后両陛下は、ワルシャワで無名戦士の墓に献花されたほか、ポーランド大統領

夫妻をはじめ、政府、文化・学術関係者と御会見された。また、王宮や旧市街、コンスタン

チンの訓練リハビリセンター等をご訪問された他、ワジェンキ公園のショパン像の下でコン

サートをお聴きになられた。  

（３）古都クラクフでは、ヤギェウォ大学にて文化界の代表と御会見されるとともに、日本美

術・技術センター（当時）をご訪問された。 

（４）また、１９２０年から２２年に日本赤十字の支援によりポーランドへ帰還したシベリア孤

児３名と御会見される機会があった。 

 

日本日本日本日本のののの民間投資民間投資民間投資民間投資            

（１）１９６０年代後半から７０年代にかけて、日本から総合商社が進出してきたが、社会主

義体制下での経済関係は非常に限られたものであった。１９８９年の体制転換後に日本の

販売関係企業が徐々に進出し、９４年に松下電器（現パナソニック）が製造業として初めて

進出した。 

（２）ポーランドのＥＵ加盟（２００４年５月）以降は、日本企業の投資が急速に拡大しており

、２００９年１月現在、７０を超える工場を含め、約２３０社の日系企業がポーランドで活動し

、ポーランド経済の発展、雇用、及び輸出増加に大きく貢献している。最も顕著な進出分野

は、自動車関連産業（エンジン、タイヤ、自動車部品）と電機産業（液晶テレビ関連等）であ

る。多くの工場は経済特別区で操業している。２００６年までのポーランドに対する日本の

累積投資総額は約１６億ドル（約１６００億円、ポーランド経済省発表）である。二国間の輸

出入は順調に伸びており、２００１年から２００７年にかけて貿易総額は約５倍増加した（２０

０１年から２００７年の貿易総額は約２０億ドル（約２０００億円））。 

 

音楽音楽音楽音楽コンクールコンクールコンクールコンクールとととと日本人日本人日本人日本人            

（１）５年に一度ワルシャワで開催されるショパン国際ピアノコンクールは、１９２７年から開

催されている世界で最も権威あるピアノコンクールで、若く才能あるピアニストたちの登竜

門になっており、日本人も多数参加している。日本人の初参加は１９３７年に開催された第

３回で、原智恵子氏が１５位に入選した。初入賞者となったのは、田中稀代子氏（１９５５年
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の第５回、１０位）。現在までの日本人最高位は内田光子氏（１９７０年の第８回、２位）。ま

た、中村絋子氏、小山実稚恵氏、横山幸雄氏等が入賞した他、２００５年のコンクールでは

関本昌平氏、山本貴志氏の二人が４位に入賞した。２０１０年は ショパン生誕２００周年に

あたり、コンクールに加えて数多くの音楽行事が計画されている。 

（２）１９３５年から開催されているヴァイオリンのヴィニアフスキ国際コンクール（ポズナン）

も有名で、漆原啓子さん（１９８１年優勝）、石川静氏（１９７２年２位）をはじめ多くの日本人

ヴァイオリニストが入賞している。特に１９８１年に開催された第８回は、３位を除き入賞者

全員が日本人だった。 

（３）１９７９年よりカトヴィツェで開催されている「フィテルベルグ国際指揮者コンクール」も

有名なコンクールの一つであるが、１９８３年に開催された同コンクールでは今村能（ちか

ら）氏、１９９１年では末廣誠氏が優勝した。 

  

両国間両国間両国間両国間ののののスポーツスポーツスポーツスポーツ交流交流交流交流    

（１）ポーランドにおける日本の伝統武道に対する関心は非常に高く、柔道、 空手、合気

道、相撲、剣道等の武道団体が活発な活動を行っている。日本武道の練習に励んでいる

人も多く、２００８年時点で柔道は約５０００名、空手は約６万名、相撲は約１２００名、剣道

は約６００名、合気道は約１５００名となっている。毎年、ポーランド各地では様々な武道大

会が開催されている。 

（２）ポーランド出身の武道選手は国内のみならず国外においても活躍し、五輪、世界選手

権大会、ヨーロッパ選手権大会等で多くのメダルを獲得している。この中で特に注目された

のは、１９９６年のアトランタオリンピックで柔道金メダルを獲得したナストゥラ選手（総合格

闘技 K－1 においても活躍）、２００１年及び２００２年のアマチュア相撲選手権大会で優勝

したパチクフ選手等である。 

（３）このような高い関心や活発な活動に鑑み、日本政府は草の根文化無償として２００６

年にポーランド相撲協会及びポーランド伝統空手連盟に対し、それぞれ、約５５０万円及び

約８１０万円相当のスポーツ器材を供与している。 

（４）２００９年１０月にはウッジ県プシェドブジュ市に道場「古村」が開設される予定となって

おり、約６０ヘクタールの広大な敷地に、武道館、宿泊施設、茶室等の日本文化関連施設

が建設され、柔道、空手、弓道など様々な日本武道の試合、練習を行うことのできる総合

的なトレーニングセンターとなることが期待されている。 

   

各地各地各地各地でででで開催開催開催開催されるされるされるされるジャパンジャパンジャパンジャパン・・・・デーデーデーデー    

（１）市民レベルにおいても、日本・日本文化に対する関心は高く、ポーランド各地で「日本

の日」、「日本文化週間」等、日本文化関連行事が開催されている。このような草の根レベ

ルの活動に対しても日本大使館は、講師の派遣、後援名義の付与等により積極的に協力

している。 

（２）２００８年、「ジャパン・デー」に関する事業は全国で１５件以上開催され、約７万人が参

加している。これらの事業は、ポーランド人に日本文化を紹介するのみならず、日本人とポ

ーランド人の交流の場となっており、文化交流・相互理解促進のために重要な役割を果た

している。日・ポーランド国交樹立９０周年に当たる２００９年には、引き続きこのような市民

レベルの文化交流が活発に行われる予定である。 

 

【出典】                                                    

◎兵藤長雄 『善意の架け橋』 文藝春秋 １９８８年。 
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◎阪東宏 『ポーランド人と日露戦争』 青木書店 １９９５年。  

◎『ショパン ポーランド・日本典』 １９９９年。                 

                                                          （了

） 


